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近い将来の発生が懸念される南海トラ

;迅;
速，

フ巨大地震で、甚大な被害が想定される

高知、徳島県の８市町を岡山、香川県の

自治体や医療機関などが支援するプロジ

出クトが進んでいる。国際医療ボランテ

ィアＡＭＤＡ(本部・岡山市北区伊福町)

が提唱し､総社､備前市、和気町などが参

加。自治体の枠を超え、大地震に備える

取り組みで、会合や訓練などを通じ、相

互理解と連携を深めている。

AMDAのﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄに参加し､南海トラフ
巨大地震発生時に支援する自治体(●)と
受け入れる自治体(●)．
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南
海
ト
ラ
フ
巨
大
地
震
が
て
支
援
を
受
け
る
た
め
の

起
こ
っ
た
際
、
最
大
で
高
さ
　
『
受
援
力
』
を
高
め
た
い
」

3
4
・
４
討
の
津
波
が
予
想
さ
と
話
す
。

れ
る
高
知
県
黒
潮
町
。
町
の
　
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
災
害
の

防
災
担
当
者
は
↓
こ
こ
は
日
発
生
時
、
迅
速
に
行
動
で
き

本
一
危
険
な
町
。
緊
急
医
療
る
仕
組
み
を
整
え
る
の
が
目

支
援
で
実
績
を
持
つ
Ａ
Ｍ
Ｄ
的
。
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
が
コ
ー
デ
ィ

Å
の
協
力
は
非
常
に
心
強
こ
不
Ｉ
タ
Ｌ
役
と
な
り
、
避
難

い
。
知
識
と
経
験
を
吸
収
し
所
を
開
設
す
る
自
治
体
と
、

凹

療ヽ
鴫

達意

携採

徳島県海陽町の町立海南病院であった広域訓
練に参加したＡＭＤＡスタッフら－９月１日
　（ＡＭＤＡ提供）　　　　　　　　　　　一

支
援
に
駆
け
付
け
る
医
療
機
き
た
。
昨
年
６
月
か
ら
は
会
合

関
、
物
資
の
提
供
や
輸
送
な
’
と
広
域
訓
練
を
重
ね
、
各
避
難

ど
を
担
う
企
業
と
を
結
び
付
所
へ
の
派
遣
チ
ー
ム
割
り
当
て

け
る
。
避
難
所
で
は
１
ヵ
月
案
も
作
成
。
案
に
基
づ
き
、
文

闘
、
医
療
活
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を
行
う
。
　
後
す
る
側
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さ
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る
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の
相
互

　
牡
圓
に
よ
る
と
、
支
後
先
訪
問
も
始
め
た
。

は
徳
島
県
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市
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町
と
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医
療
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を
黒
潮
町
な
ど

知
県
の
２
市
１
町
に
闘
設
さ
に
派
遣
す
る
川
崎
学
園
（
倉
敷

れ
る
計
1
0
力
所
の
避
難
所
。
ｊ
市
松
島
）
の
川
崎
誠
治
理
事
長

各
避
難
所
に
は
、
医
師
ら
で
は
「
中
四
国
で
唯
一
の
私
立
医

構
成
す
る
Ｉ
チ
ー
ム
３
人
以
大
を
持
つ
学
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と
し
て
地
域
医

上
の
医
療
チ
ー
ム
を
１
週
間
療
、
災
害
医
療
に
貢
献
す
る
貢

に
３
チ
ー
ム
ず
つ
派
遣
す
務
か
お
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災
害
医
療
に
つ
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る
。
避
難
所
生
活
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ち
て
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統
的
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ス
テ
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た
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、
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料
や
医
薬
品
な
づ
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に
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け
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」
と

ど
も
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す
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話
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。
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拠
点
は
、
大
規
模
災
害
の
被
　
の
宿
泊
費
や
食
費
な
ど
と
し
て

災
地
支
援
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が
あ
る
総
社
１
億
円
以
上
の
経
費
を
見
込

市
に
設
定
。
四
国
側
の
中
継
み
、
国
内
外
か
ら
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募
金
で
賄

拠
点
を
丸
亀
市
が
担
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。
備
う
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め
、
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語
、
フ
ラ
ン
ス
語
、

前
市
と
和
気
町
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人
材
派
遣
中
国
語
の
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ム
ペ
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や
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資
提
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で
協
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す
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。
成
す
る
予
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。
今
後
、
派
遣
時

　
Ａ
Ｍ
Ｄ
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は
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に
使
う
備
蓄
品
の
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保
な
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を

以
降
、
県
内
外
の
自
治
体
や
急
ぐ
と
と
も
に
「
支
援
先
の
住

医
療
機
関
、
企
業
な
ど
と
計
民
に
も
訓
練
な
ど
に
参
加
し
て

2
8
件
の
協
定
を
結
び
、
巨
大
も
ら
い
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
資

地
震
が
発
生
し
た
際
に
協
力
を
向
上
さ
せ
た
い
」
と
し
て
い

し
て
も
ら
う
態
勢
を
築
い
て
る
。
（
伊
丹
友
香
）
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師
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遣
な
ど
訓
練

備えに生かしたい」

災害医療で大切なことは何か。

　「スピードと効率。これらは事前の準備

なしには実現できない。今回は『輸送と通

信』『食事と医薬品』『拠点』の:三つを確

保することを掲げ、自治体と民間それぞれ
に得意分野で力を発揮してもらう」

　－プロジェクトの特徴は。

丁『事前交流』だ。海外で活動する際も

必ず現地の団体と行動を共にする。互いを

知っている間柄だからこそ、安心が担保さ

れる。地域の特性や普段の暮らしぶりを理

解し合った上で、活動できる仕組みづくり

をしたい」（伊丹友香）

事
前
交
流
で
安
心
担
保

菅波代表に発案め経緯､意義聞く

/lこ.j」
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南海トラフ巨大地震に備え、
支援プロジェクトを進めるＡＭ
ＤＡの菅波茂代表(69)一写真一
に発案の経緯、意義などを聞い
た。
1984年の設立から30年を過

ぎたＡＭＤＡ。プロジェクトで

は、蓄積されたノウハウが生かされる。

　　｢プロジェクトは30年間の集大成と考えて

いる。これまでに約70力国で170件を超える

緊急医療支援活動をしてきた。経験と反省を
一一- - － - ･

須崎市

和気町


	page1

